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本発表に際し、開示すべきCOI関係にある企業等として、
㈱ヘルステック研究所があります。
自身は、同社と京都大学との共同研究費によって雇用されています。



本日は、京都市と我々が共同で実施している、
京都市統合データベースを用いた研究・取り組みについて、

ご紹介します。



(おそらく)皆さんの研究のイメージ

京都大学広報誌 紅萠 HPよりnippon.com HPより



ヒトのデータを集約して、統計的・医学的に解釈していく、
『臨床研究』を専門に実施しています



夜型生活の方の不眠に対するプログラムを検証。

スマートフォンアプリを用いて毎日の睡眠状況を記
録し、少しづつ睡眠時間を正していく睡眠行動療法
と、LEDライトグラスを用いた光療法（LT）を併用
する介入プログラム「デジタルBBTI with LT」を開
発し、4週間後の不眠の改善が示唆された。

スマホとライトグラスで睡眠改善

京都大学HPより 改変引用
Journal of Sleep Research, 34, 2, e14361.



1日に8,000歩以上歩いた日数ごとに、死亡リスクを
それぞれ検討。8,000歩以上歩く日数が多い人ほど、
全死亡と心血管疾患の死亡リスクが低いことが示さ
れました。死亡リスク低下率は初めの数日で大きく、
週に1日または2日でも8,000歩以上歩いている人は、
週に3日以上定期的に歩行している人とほぼ同等の
死亡リスク減少を認めました。

週に1日または2日だけでも8,000歩/日の歩数を達成
することは健康に良い

京都大学HPより 改変引用
JAMA Network Open 2023



ふつうの暮らしが未来の医療をつくる
京都市統合データベース

• 皆さんが病院に行って受けた治療や処方された薬、健康診断・健康
診査、がん検診の結果などが、
『各データが誰のものかは分からない形で』集約したデータベース
• 対象は、国民健康保険の方、後期高齢者医療の方



参加型の臨床研究の限界

• 研究に協力してくれる人は、もともと健康意識が高い。
しかし、現実の人々の健康意識や背景は多様で幅広い。

• 実社会で医療が効いているのか調べるためには、
そうした様々な背景の人の情報を網羅的に取得する必要がある。



京都市統合データベースの特徴

•全体性:保険利用者の、健診・検診・診療のデータが一体
•⾧期性:数年以上の単位で追える
•匿名性:どのデータが誰のものか、研究者は分からない

実社会での医療の実態や、その効果を見ていくのに最適



京都市統合データベース:研究の枠組み

京都市＊京都大学と様々な企業が協力し、データベースの作成や研究
解析を実施

研究テーマは京都市と相談しながら決定し市民のみなさんに還元できるものを選定



京都市統合データベース:肺がんに関する研究

肺がんは、喫煙率が下がってきた現在でも死亡数が最も多い“がん”です。
肺がんをテーマとした研究は、京都市統合データベース最初の事業とし
て、Astra Zeneka㈱と開始し、テーマを更新しながら現在も続く研究。
今日は京都市民の皆さんのデータを使って得られた知見をご紹介します。



肺がんとなった方の生存割合の改善と初期治療が変化

2年以内の死亡
が減少傾向
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手術療法の割合が
増加



手術療法がやはり効果が高い

早期発見により手術療法を受けられ
た方の予後が良い。

次は、早期発見のための肺がん検診
を調査



肺がん検診の実態
• 2013年から2018年に肺がんと診断された65歳以上の方 4,473名
を調査
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肺がんの診断から過去1年間
に肺がん検診を受けている方

肺がんの診断から過去1年間に
肺がん検診を受けていない方

• 肺がんの診断から過去1年間に肺がん
検診を受けた方は231名（5.2％）
• 受けていない方よりも、生存期間
が⾧い
• 早期発見の割合が高い
• 手術を受けている割合が高い
• 年齢が若く、元気な人が多い

・肺がん検診の受診者がまだ少ない
・肺がん検診の効果を正しく検討するには、
より精緻な研究が必要



現在実施中の研究

•肺がん検診の効果検証は、2000年前後に実施された研究が主
•統合データベースを使って、その検証を行う研究を現在実施し
ています。



その他の取り組み

•外来心臓リハビリテーションの受診率の低さが改めて確認され、
スマホアプリを用いた介入でその改善策を検証

•口腔機能のテストとその後の介護度の悪化の関連が示唆され、
口腔運動を継続するプログラムを開発して効果検証
など



京都市統合データベース

• 京都市統合データベースで、実社会の医療の実態
を調査

• 明らかになった課題を基に、更なる調査、システ
ムの改善、新しい取り組みを行っていく



Take Home Message まとめ

•皆さんの医療や健診等にかかるデータが集約さているのが、
京都市統合データベース

•医療の実態やその効果を検証できる特徴的なもの
•これからも、産官学連携で京都市統合データベースを解析し、
医療の改善につなげていきます


